
本誌，第74巻第4号（2017年4月発行）のpp. 562-572 「びまん性大細胞型B細胞リンパ腫に対する，JCOGリ

ンパ腫グループによる多施設共同研究」において，以下のようなデータの誤謬，研究の内容，背景についての

記載の不備がありました．訂正し，お詫び致します．

『血液内科』 編集部

1）図表と本文のデータの誤謬につきまして

・表2

（誤）

（正）

' 訂正 とお詫び '

表 2　JCOG-LSG による継続的なアグレッシブ NHL に対する臨床試験の概要

プロトコール 治療法 IPI
リスク群 相 患者数 完全寛解

（CRuを含む）割合
生存期間
中央値（月）

全生存
割合（％）

JCOG7801 VEPA All II 100 52 NA NA
JCOG8101 All III 163

VEPA 81 52 17 27（4 years）
VEPA-M 82 62 24 37（4 years）

JCOG8701 LSG4 All II 267 72 39 48（5 years）
JCOG9002 All III 447

LSG9 230 70 91 57（5 years）
modified LSG4 217 65 78 55（5 years）

JCOG9203 VEPA/FEPP Elderly II 45 60 52 42（5 years）
JCOG9505 HI/H R-II 70

CHOP-14 35 60 NA 42（4 years）
DE-CHOP 35 51 NA 42（4 years）

JCOG9506 upfront ASCT HI/H II 43 NA NA 58（3 years）
JCOG9508 CHOP L/LI II 213 NA NA 68（5 years）
JCOG9809 All III 323

CHOP-14 162 67 NR 55（8 years）
CHOP 161 62 NR 56（8 years）

JCOG9809のみDLBCLを対象． （文献 1）より）

表 2　JCOG-LSG による継続的なアグレッシブ NHL に対する臨床試験の概要

プロトコール 治療法 IPI
リスク群 相 患者数 完全寛解

（CRuを含む）割合
生存期間
中央値（月）

全生存
割合（％）

JCOG7801 VEPA All II 100 52 NA NA
JCOG8101 All III 163

VEPA 81 52 17 27（4 years）
VEPA-M 82 62 24 37（4 years）

JCOG8701 LSG4 All II 267 72 39 48（5 years）
JCOG9002 All III 447 67 NA 56（5 years）

LSG9 230 70 91 57（5 years）
modified LSG4 217 65 78 55（5 years）

JCOG9203 VEPA/FEPP Elderly II 45 60 52 42（5 years）
JCOG9505 upfront ASCT HI/H R-II 70 56 12 42（4 years）

CHOP-14 35 60 NA 42（4 years）
DE-CHOP 35 51 NA 42（4 years）

JCOG9506 HI/H II 43 NA NA 58（3 years）
JCOG9508 CHOP L/LI II 213 NA NA 74（4 years）
JCOG9809 All III 323 74（2 years）

CHPO-14 162 67 NR 55（8 years）
CHOP 161 62 NR 56（8 years）

JCOG9809のみDLBCLを対象． （文献 1）より）



・表1の表題，図2～5の説明文
 （誤） 8つのアグレッシブNHL
 （正） 6つのアグレッシブNHL 
・図3  説明文 （誤） 1,141名
 （正） 800名のB細胞リンパ腫の主な病型の患者
・図4  説明文 （誤） 1,141名
 （正） 1,091名
・図5  説明文 （誤） 1,141名
 （正） 621名のDLBCL患者
・本文 
　p. 562  左段 （誤） リンパ腫グループ（LSG）
 （正） リンパ腫グループ（Lymphoma Study Group，LSG）
　p. 563  右段 （誤） 1,023名で改訂WHO分類
 （正） 1,023名で改訂WHO2001分類
　p. 567  右段 （誤） JCOG8702の5年％OS（43％）
 （正） JCOG8701の5年％OS（48％）
　p. 568  右段 （誤） CHOP-14療法とCHOP-14/CHASER療法
 （正） R-CHOP-14療法とR-CHOP-14/CHASER療法

2）図表の引用文献として学会抄録を用いたことにつきまして

JCOG0108AでのWHO分類のB細胞リンパ腫に関係する図 2～5と表 1の引用文献は全て学会抄録であ
り，そこには図表が記載されていませんでした．これらの図表は本論文が初出であり，引用で示すのは不適
切でした．

3）「WF分類とWHO分類の病理中央診断とその診断一致割合，疾患別予後の解析研究（JCOG0108A）」研究
の記載の不備につきまして

p. 563の「2．WHO分類改訂を踏まえた疾患特性の理解：アグレッシブNHLからDLBCLへ」のなかで，
WHO分類改訂への臨床医と病理医の対応などの JCOG0108Aの背景，さらには本研究で解析された病理中
央診断の一致率，評価者間のばらつき，診断の信頼性（一般化k係数）などのデータが記載されていませんで
した．

4）本論文での JCOG0108Aの取り扱いにつきまして

2），3）を踏まえまして，JCOG0108Aに関する記述とデータ（下記の箇所）を取り下げます．JCOG0108Aの
研究代表者，研究事務局の先生方を含めまして，この研究についての論文の共著者として加わっていただ
くべき先生方がいらっしゃいます．JCOG0108Aにつきましては，別途，後日に別著者による論文が作成さ
れる予定です．

［削除する箇所］

p. 562 「はじめに」の項の下から3行目　「，併合解析結果を含めて」

p. 563～564 「2．WHO分類改訂を踏まえた疾患特性の理解：アグレッシブNHLからDLBCLへ」からこ
の項の末尾の「一定程度示された．」までこの段落全て

p. 564 表1，図2 全て

p. 565 図3，図4，図5 全て

p. 570 文献5 全て
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